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（社）日本コンクリート工学会四国支部 
第7回「四国のコンクリート構造物インフラドックの実現に向けた調査研究委員会」議事録 
 
１．日 時：平成29年2月24日（金）13：00 ～ 17：00 
２．場 所：徳島大学工学部建設棟5Ｆ A508 
３．出席者：渡辺委員長，石井，上田，小原，岡崎，河合，近藤，塚越，中川，橋本，林，原田，水口， 

横田，北川（オブザーバー），山田  
（敬称略，順不同）以上 16名 

４．配布資料： 
7-0 JCI四国支部「四国のコンクリート構造物のインフラドックの実現に向けた調査研究委員会」平成 

28年度 第4回（第7回）委員会 議事次第 
7-1（社）日本コンクリート工学会四国支部 第6回「四国のコンクリート構造物のインフラドックの実 
現に向けた調査研究委員会」議事録（案） 

7-2 JCI四国支部 インフラドック委員会 報告会（案）Ver.1 
7-3 JCI四国支部 インフラドック委員会 報告書目次案 
7-4 コンクリート診断士の活動促進について（近藤委員） 
7-5 技術者教育（河合委員） 
7-6 四国におけるインフラの維持管理における技術紹介（塚越委員） 
7-7 地方におけるインフラドックシナリオの提言WG資料（岡崎委員） 
7-8 管理者WGの進捗状況報告（林委員） 

５．議 事： 
(1) 委員長挨拶 
渡邉委員長から，第7回委員会開催にあたっての挨拶があった． 

(2) 委員の自己紹介 
山田より，前回議事録（案）が通読され，了承された． 

(3) 報告会の日時と場所について（渡辺委員長） 
 渡辺委員長より，資料 7-2 に基づき報告会の開催日時と場所について提案があり，日時と場所は次の通

りとなった．日にち：平成29年7月4日，時間：14:00～17:00，場所：徳島大学工業会館． 
(4) 話題提供1「四国におけるインフラの維持管理における技術紹介」（塚越委員） 
塚越委員より，資料 7-6 に基づいて，「四国で行っているインフラ構造物の点検，調査と補修の実例」，

「四国内のインフラの調査・補修コンサルタント会社へのヒアリング結果」，「四国内で行っているインフ

ラの維持管理に関する研究」の3章立てで報告書をまとめたいとの報告があった． 
(5) 話題提供2「地方におけるインフラドックシナリオ提言 WG 進捗状況」（岡崎委員） 
岡崎委員より，資料 7-7 に基づいて，他分野の維持管理手法（ガスインフラなど）やSIP（戦略的イノ

ベーション創造プログラム）などの例を踏まえ，さらに四国のインフラドックをどのように定義し，ど

のように構築・運用するかのシナリオについて報告書にまとめるとの報告があった． 
 (6) 話題提供3「技術者教育WGの進捗状況報告」（河合委員） 
河合委員より，資料7-5に基づいて，大学・高専を中心とした地域での技術者育成の取り組みが全国的 

な取り組みや，それらの取り組みの今後の運用方法について報告書にまとめるとの報告があった． 
(7) 話題提供4「診断士WGの進捗状況報告」（近藤委員） 
 近藤委員より，資料7-4に基づいて説明があり，これに対して，他のWGとの関連についても追記して 
ほしいとのコメントがあった． 
(8) 話題提供5「管理者WGの進捗状況報告」（林委員） 
 林委員より，資料 7-8 に基づいて，高知県の地方自治体に橋梁の維持管理に関するアンケート調査を行

った結果，橋梁の点検を行う際の問題点や外注先，費用についての有益な情報を得ることができた．こ

のアンケートを他の県の自治体にも実施して集計し，報告書として取りまとめたいとの報告があった． 
 

報告者：山田 
以 上 


